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地
域
別
教
育
懇
談
会
に

是
非
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
後
援
会

活
動
に
対
し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

波
多
野
学
長
は
、
日
本
工
業
大
学
は

「
全
国
区
の
大
学
」
で
あ
り
続
け
た
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
か
ら
日
本

工
業
大
学
に
学
生
が
集
ま
り
、
大
学
生

活
で
勉
強
は
勿
論
の
こ
と
、
ク
ラ
ブ
活

動
等
を
通
し
て
、
日
本
中
に
友
達
が
で

き
る
こ
と
は
、
私
自
身
も
大
変
良
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

全
国
区
の
大
学
で
あ
る
た
め
、
後
援

会
の
各
支
部
は
、ご
父
母
の
皆
様
を
地

元
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。支
部
活
動
を

通
し
て
知
り
合
っ
た
親
同
士
が
、悩
み

ご
と
を
お
互
い
に
相
談
で
き
る
よ
う
な

間
柄
に
な
れ
れ
ば
、例
え
ば
子
供
が
躓

き
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、き
っ
と
何
か
の

助
け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な

と
こ
ろ
か
ら
、各
地
域
で
の
つ
な
が
り
、

そ
し
て
最
終
的
に
は
全
国
に
日
本
工
業

大
学
の
輪
が
広
が
る
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
。
支
部
活
動
を
取
り
纏
め
て
頂
い

て
い
る
支
部
長
さ
ん
を
は
じ
め
支
部
役

昨
今
、多
く
の
大
学
で「
教
育
懇
談
会
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
ほ
と
ん

ど
は
大
学
主
体
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
、本
学
の
「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」

は
、
本
会
の
支
部
役
員
の
皆
様
が
、会
場

の
設
定
か
ら
、案
内
の
送
付
、出
席
の
お

誘
い
、当
日
の
運
営
ま
で
を
自
ら
行
う

「
後
援
会
主
催
」
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
特

長
で
あ
り
、と
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
心
の

こ
も
っ
た
教
育
懇
談
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、昭
和
48
年
か
ら

40
年
以
上
、毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、

「
一
人
で
も
多
く
の
会
員
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
懇
談
会
」、「
参
加
し
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
懇
談
会
」
を
目

指
し
、努
力
と
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
大
学
側
も
、
支
部
の
熱
意
に
応

え
る
べ
く
、
全
面
的
に
協
力
の
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
支
部
か
ら
届
く
案
内
を
開
け

て
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。ご
多
忙
と
は
存
じ

ま
す
が
、一
日
だ
け
お
時
間
を
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
何
か
を
得
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
る

は
ず
で
す
。皆
様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

員
の
皆
様
、ま
た
工
友
会
関
係
者
の

方
々
に
は
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
工
業
大
学
は
、
日

本
経
済
新
聞
社
の
調
査
に
よ
り
ま
す

と
、
就
職
支
援
に
熱
心
に
取
組
ん
で
い

る
大
学
の
全
国
第
５
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

て
い
ま
す
（
２
０
１
５
年
６
月
22
日
付

日
本
経
済
新
聞
朝
刊
）。
こ
の
記
事
を

読
ん
で
い
て
、「
日
本
工
業
大
学
は
面

倒
見
の
良
い
大
学
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
が
、
上
場
企
業
の
人
事
担
当
者
に
も

良
く
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
証
し
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

後
援
会
の
目
玉
事
業
で
も
あ
る
地
域

別
教
育
懇
談
会
は
、
全
国
の
全
て
の
支

部
、
支
部
の
な
い
地
域
で
は
本
部
の
主

催
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
面
倒
見
の
良

い
大
学
の
教
職
員
の
方
々
が
皆
様
の
地

元
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
皆
様
が

大
学
と
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
で
き
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
個
別
面
談
に
加
え
、

「
よ
ろ
ず
相
談
」
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
何
で
も
お
気
軽
に

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
大
学
側
は

ご
父
母
の
皆
様
に
対
し
て
も
き
っ
と
面

倒
見
が
良
い
は
ず
で
す
。
こ
ん
な
機
会

を
活
か
さ
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地

域
別
教
育
懇
談
会
を
通
し
て
、
各
支
部

の
活
動
が
さ
ら
に
活
発
に
な
る
こ
と

を
、
ま
た
皆
様
と
お
子
様
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

会長　
竹中 哲喜（A4埼玉）

平成27年度地域別教育懇談会開催日程一覧（予定）
­­ 開　催　日 主　催 開 催 会 場 対 象 地 域

8/30（日） 本部（北海道）札幌市・ＫＫＲホテル札幌 北海道

〃 本部（四国） 高知市・高知県立県民文化ホール 四国

〃 本部（九州） 鹿児島市・かごしま県民交流センター 九州

9/5(土) 岩手県支部 花巻市・渡り温泉 岩手県

〃 福島県支部 郡山市・清稜山倶楽部 福島県

9/6（日） 栃木県支部 宇都宮市・ホテル丸治 栃木県

〃 群馬県支部 高崎市・高崎ビューホテル 群馬県

〃 近畿支部 尼崎市・ホテルホップインアミング 大阪府・兵庫県・京都府

奈良県・和歌山県・滋賀県

9/12(土） 茨城県支部 土浦市・ホテルマロウド筑波 茨城県

〃 長野県支部 長野市・長野第一ホテル 長野県

〃 山梨県支部 笛吹市・ホテル春日居 山梨県

9/19(土) 静岡県支部 静岡市・アイワンホール 静岡県

9/21（月・祝） 新潟県支部 長岡市・長岡グランドホテル 新潟県

9/26（土） 秋田県支部 秋田市・秋田温泉さとみ 秋田県

〃 蔵王支部 山形市・悠湯の郷ゆさ 山形県・宮城県

〃 千葉県支部 千葉市・バーディーホテル千葉 千葉県

〃 北陸支部 富山市・富山電気ビルディング 富山県・石川県・福井県

9/27（日） 青森県支部 青森市・青森国際ホテル 青森県

10/4(日) 本部（近県） 大学 東京都・埼玉県・神奈川県

10/10（土） 西中国支部 広島市・コンフォートイン広島平和大通 広島県・山口県・島根県

東中国支部 岡山県・鳥取県

〃 沖縄県支部 那覇市・沖縄県青年会館 沖縄県

10/11（日） 東海支部 名古屋市・東京第一ホテル錦 愛知県・岐阜県・三重県

※日程および会場は、諸事情により変更になる場合があります。詳細はご自宅に送付される案内をご覧ください。

地域別教育懇談会
開催のお知らせ

〜日頃気にかかっているご子女の
学業や学生生活について個別面談
で相談できる貴重なチャンスです。
どうぞお気軽にご参加ください!!〜



2

群
馬
・
伊
香
保
温
泉
に
て
理
事
会
を
開
催

平
成
27
年
度
定
期
総
会
を
開
催

—
新
会
長
に
竹
中
哲
喜
氏
を
選
出
—

新任理事研修会

総会会場の様子

後援会をご理解いただく会

支部連絡協議会

５
月
24
日(

日)

午
後
１
時
30
分
よ
り
、

大
学
学
友
会
館
ホ
ー
ル
に
て
平
成
27
年

度
後
援
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
167
名
の
会
員
が
出
席
（
委

任
状
出
席
は
１
、
５
３
８
名
）。
畑
中

副
会
長
（
Ｅ
卒
・
福
島
）
を
議
長
に
選

出
し
て
議
事
を
進
行
し
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
「
平
成
26
年
度
事
業
報

告
」
を
西
村
総
務
（
Ｃ
卒
・
山
形
）
よ

り
、
第
２
号
議
案
「
平
成
26
年
度
決
算

報
告
」
を
田
村
財
務
（
Ｍ
卒
・
群
馬
）

よ
り
説
明
。「
同
監
査
報
告
」
を
竹
中

監
事
（
Ａ
４
・
埼
玉
）
よ
り
報
告
。
以

上
一
括
審
議
の
上
、
拍
手
に
よ
り
承
認
。

続
い
て
、
第
３
号
議
案
「
平
成
27
年
度

事
業
計
画
案
」
を
大
城
副
会
長
（
Ｅ

４
・
沖
縄
）
よ
り
、
第
４
号
議
案
「
平

成
27
年
度
予
算
案
」
を
田
中
財
務
（
Ｍ

４
・
青
森
）
よ
り
提
案
、
一
括
審
議
の

上
、
拍
手
に
よ
り
承
認
。
な
お
、
質
疑

応
答
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紙
面
の
都
合

上
、
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

６
月
20
日
（
土
）、
新
任
理
事
を
対

象
に
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
33
名

の
新
任
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
教
務
・
学
生
支
援
・
総
務
の
各
部

長
か
ら
各
部
に
関
す
る
詳
細
な
説
明
を

聴
い
た
後
、
２
時
間
超
の
学
内
見
学
、

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
意
欲
に
満
ち
た
新
任
理
事
の

皆
様
の
活
躍
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

６
月
21
日
（
日
）、
大
学
学
友
会
館

に
お
い
て
「
支
部
連
絡
協
議
会
（
支
部

長
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
波
多
野
学
長
も
臨
席
。
本

部
役
員
、
支
部
長
ら
24
名
が
出
席
し

「
地
域
別
教
育
懇
談
会
」
の
開
催
に
向

け
て
の
準
備
確
認
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

４
月
３
日
（
金
）、
入
学
式

終
了
後
に
、
後
援
会
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
説

明
会
「
後
援
会
を
ご
理
解
い
た

だ
く
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
新
会
員
の
皆
様

に
積
極
的
に
ご
参
会
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

７
月
11
日
（
土
）、
群
馬
県
伊
香
保

温
泉
の
「
ホ
テ
ル
木
暮
」
に
て
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
50
名
の
理
事

が
出
席
し
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
波
多
野
学
長
か
ら

「
大
学
設
立
50
周
年
記
念
建
設
事
業
」

に
つ
い
て
、
画
像
を
見
な
が
ら
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。（
４
頁
参
照
）

当
日
は
、
宮
代
会
総
会
も
同
会
場
で

開
催
さ
れ
、
懇
親
会
は
宮
代
会
の
皆
様

と
合
同
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

学
か
ら
も
柳
澤
理
事
長
、
波
多
野
学
長

を
は
じ
め
15
名
の
教
職
員
が
臨
席
し
、

大
い
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

次
の
８
支
部
に
お
い
て
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
、
支
部
長
が
交
代
し
ま
し
た
。

５
月
10
日
　
栃
木
県
支
部

新
支
部
長
　
　
矢
板
　
洋
文
（
Ｅ
４
）

５
月
16
日
　
蔵
王
支
部
　

新
支
部
長
　
　
佐
藤
　
清
治
（
Ａ
３
）

５
月
16
日
　
福
島
県
支
部

新
支
部
長
　
　
物
江
　
容
弘
（
Ｅ
４
）

５
月
30
日
　
千
葉
県
支
部

新
支
部
長
　
　
森
本
　
藤
枝
（
Ｍ
４
）

５
月
31
日
　
西
中
国
支
部

新
支
部
長
　
　
田
中
　
敏
和
（
Ａ
３
）

５
月
31
日
　
東
中
国
支
部

支
部
長
再
任
　
河
原
　
良
計
（
Ｓ
２
）

６
月
14
日
　
青
森
県
支
部

支
部
長
再
任
　
田
中
　
長
佳
（
Ｍ
４
）

６
月
14
日
　
新
潟
県
支
部

新
支
部
長
　
　
石
塚
　
　
毅
（
Ａ
４
）

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

続
い
て
第
５
号
議
案
「
理
事
・
監
事

の
銓
衡
」
は
、
中
村
銓
衡
委
員
長
（
Ｃ

卒
・
埼
玉
）
に
よ
り
、
銓
衡
委
員
会
に

よ
る
銓
衡
結
果
を
報
告
。
理
事
候
補
者

120
名
、
監
事
候
補
者
２
名
が
提
案
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
上
、
全
員
が
満
場
拍
手
に

よ
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
役
員
選
出
が
審
議
さ
れ
、

会
長
に
は
竹
中
哲
喜
氏
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
27
年
度
後
援
会
役
員
名
簿

は
次
頁
に
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

総
会
終
了
後
、
一
般
の
会
員
は
約
１

時
間
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
歩
き
、
Ｌ
Ｃ
セ

ン
タ
ー
、
工
業
技
術
博
物
館
な
ど
の
施

設
設
備
を
見
学
し
ま
し
た
。

学
友
会
館
ホ
ー
ル
で
は
引
き
続
き

新
旧
合
同
で
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
、
波
多
野
学
長
か

ら
退
任
理
事
の
皆
様
へ
、
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
退
任
理
事
の
皆
様
か
ら
は
、
恒

例
と
な
っ
て
い
る
記
念
樹
（
平
成
26
年

度
は
ト
ネ
リ
コ
、
ス
ル
ガ
ザ
ク
ラ
、
キ

サ
サ
ゲ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
）
の
寄
贈
が
あ

り
、
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
４
時
30
分
、
再
び
一
同
食
堂
に

会
し
、
全
国
か
ら

訪
れ
た
会
員
の
皆

様
、
教
職
員
が
懇

親
を
深
め
る
中
、

全
日
程
を
終
了
し

ま
し
た
。

８
支
部
で
支
部
総
会
開
催

波
多
野
学
長
よ
り
沼
尻
前
会
長
に

感
謝
状
を
贈
呈
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顧問 星　新作 元会長 埼玉県
〃 森川大成 元会長 三重県
〃 佐藤宗一 元会長 山形県
〃 沼尻芳治 元会長 埼玉県
〃 原田敬司 元会長 東京都
〃 秋葉一彦 元会長 東京都
〃 冨永京太郎 元会長 東京都
〃 金城英三 元会長 沖縄県
〃 神山英一 元会長 岩手県
〃 田川鋭治 元会長 静岡県
〃 佐藤建夫 元会長 埼玉県
〃 佐藤登美雄 元会長 香川県
〃 滝口和喜 元会長 山形県
〃 寺嶋佳章 元会長 東京都
〃 窪田政幸 元会長 兵庫県
〃 佐伯みち子 元会長 東京都
〃 川島敬司 元会長 神奈川県
〃 小笠原康雄 元会長 新潟県
〃 鳥取雄治 元会長 岡山県
〃 小林　卓 元会長 神奈川県
〃 出井栄一 元会長 埼玉県
〃 田代公男 元会長 静岡県
〃 田中則弘 元会長 新潟県
〃 沼尻裕之 前会長 埼玉県

相談役 波多野純 学長 千葉県
倉島清隆 総務部長 埼玉県

会長 サ 竹中哲喜 A4 埼玉県
副会長 地○ 田中長佳 M4 青森県

〃 地 大城末治 E4 沖縄県
〃 ㊕サ 齋藤　進 A4 東京都

総務 地 熱田俊美 A3 京都府
〃 大原史子 A3 鹿児島県
〃 大塚竹郎 総務課長 埼玉県

財務 地 尾崎雄一 M4 富山県
〃 地 宮坂幸治 M4 長野県
〃 鈴木史朗 財務課主任 埼玉県

監事 市川道教 S2 東京都
〃 廣瀬　修 A2 神奈川県

理事 特 上野清彦 M4 山梨県
〃 地 鬼頭秀仁 M4 愛知県
〃 中葉孝治 M4 富山県
〃 長谷川弥生 M4 新潟県
〃 森　竜一 M4 熊本県
〃 地 森本藤枝 M4 千葉県
〃 地 小田長光仁 P4 秋田県
〃 中山まり子 P4 青森県
〃 車谷ひさ S4 青森県
〃 柴田陽子 S4 栃木県
〃 岩元伸二 E4 鹿児島県
〃 柏　喜道 E4 茨城県
〃 加藤博子 E4 秋田県

〃 サ 北角玲子 E4 群馬県
〃 サ 駒井雅之 E4 埼玉県
〃 坂口芽久美 E4 静岡県
〃 地 髙� 進 E4 茨城県
〃 中澤百代 E4 青森県
〃 地 物江容弘 E4 福島県
〃 特地 矢板洋文 E4 栃木県
〃 特 服部武司 E4 東京都
〃 西浦孝一 C4 山口県
〃 地 阿部利行 C4 岩手県
〃 地 安藤喜弘巳 C4 静岡県
〃 小島一則 C4 栃木県
〃 鈴木雅弘 C4 福島県
〃 特地 石塚　毅 A4 新潟県
〃 小野武徳 A4 福島県
〃 菊地　祐 A4 岩手県
〃 佐々木源幸 A4 山形県
〃 菅原康典 A4 長野県
〃 地 中川則昭 A4 山梨県
〃 特 本間康章 A4 山形県
〃 地 横尾武宜 A4 群馬県
〃 飯村真喜子 L4 茨城県
〃 サ 江幡正美 L4 神奈川県
〃 佐藤　恩 M3 岩手県
〃 夏目和敏 M3 静岡県
〃 特 浜　利勝 M3 東京都
〃 福田敬子 M3 栃木県
〃 特 徳川喜永 S3 埼玉県
〃 森　博昭 S3 鳥取県
〃 立木　守 E3 三重県
〃 伊藤友子 E3 栃木県
〃 入澤雪世 E3 静岡県
〃 新保裕子 E3 新潟県
〃 森田克弘 E3 群馬県
〃 渡邉康智 E3 岩手県
〃 荒内隆浩 C3 青森県
〃 兼島方昭 C3 沖縄県
〃 サ 酒井　武 C3 埼玉県
〃 佐々木博之 C3 秋田県
〃 塚原雄一郎 C3 埼玉県
〃 特 横田　武 C3 茨城県
〃 吉成ひろ子 C3 秋田県
〃 畔上栄一 A3 長野県
〃 伊藤勝信 A3 宮城県
〃 小池良典 A3 群馬県
〃 指田守生 A3 京都府
〃 地 佐藤清治 A3 山形県
〃 武井　實 A3 山梨県
〃 地 田中敏和 A3 山口県
〃 濱口晴美 A3 茨城県
〃 藤丸昭彦 A3 長野県

〃 森上由美子 A3 石川県
〃 山本淳一 A3 福島県
〃 吉田靖志 A3 富山県
〃 梶原昭子 L3 兵庫県
〃 特 川内克美 M2 千葉県
〃 河野美由紀 M2 山梨県
〃 菅原昌人 M2 新潟県
〃 仲村　仁 M2 群馬県
〃 特 町屋英治 M2 東京都
〃 特 藍野仁志 P2 埼玉県
〃 地 河原良計 S2 岡山県
〃 雨野真里 S2 富山県
〃 岡本弘次 S2 千葉県
〃 黒飛光子 S2 広島県
〃 村井　剛 S2 富山県
〃 笠原功悦 E2 秋田県
〃 加藤仁司 E2 福島県
〃 髙橋博子 E2 千葉県
〃 東元克方 E2 兵庫県
〃 外�清文 E2 青森県
〃 特 槇岡明美 E2 神奈川県
〃 増田智子 E2 静岡県
〃 井村吉恵 C2 奈良県
〃 澤井麗子 C2 広島県
〃 針貝明宏 C2 新潟県
〃 サ 星　正美 C2 栃木県
〃 水野谷正 C2 福島県
〃 山浦哲也 C2 長野県
〃 石井智子 A2 秋田県
〃 石坂正明 A2 長野県
〃 金谷正城 A2 群馬県
〃 高野志保 A2 茨城県
〃 田中美穂 A2 静岡県
〃 山本広志 A2 山形県
〃 池崎美貴 L2 神奈川県
〃 伊原邦子 S1 兵庫県
〃 金子篤志 S1 埼玉県
〃 坂庭　泉 S1 埼玉県
〃 佐藤功行 S1 北海道
〃 中村　淳 S1 沖縄県
〃 稲福藤子 C1 沖縄県
〃 中田智昭 C1 岐阜県
〃 白川純一 A1 島根県
〃 別役　修 A1 高知県
〃 三村義人 A1 山梨県
〃 門河良典 A1 京都府
〃 金子太郎 L1 東京都
〃 長尾邦彦 L1 兵庫県

事務局 飯島貴子 総務課主任 埼玉県

平成27年度後援会理事・役員名簿（敬称略）
M（機械工学科）、P（ものづくり環境学科）、S（創造システム工学科）、E（電気電子工学科）、C（情報工学科）、A（建築学科）、L（生活環境デザイン学科）
地＝地方事業委員（支部長）　　特＝特別事業委員　　サ＝サービスセンター連絡協議会委員
○印＝委員長

後援会担当
部長
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四
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事
抄
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会
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に
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の
成
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治
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五
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十
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日
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土
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王
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部
総
会

（
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湯
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郷
ゆ
さ
）、
福
島
県
支
部
総

会(

清
稜
山
倶
楽
部)

五
月
十
九
日
（
火
）
～
二
十
日
（
水
）

Ｉ
Ｓ
Ｏ
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

五
月
二
十
三
日
（
土
）
体
育
祭
、
保
護

者
の
た
め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
Ｍ

Ｏ
Ｔ
10
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

五
月
二
十
四
日
（
日
）
定
期
総
会
、
銓

衡
委
員
会
、
役
員
会
、
理
事
会
、
新

旧
理
事
歓
送
迎
会

五
月
二
十
九
日
（
金
）
学
生
総
会

五
月
三
十
日
（
土
）
千
葉
県
支
部
総
会

潟
県
支
部
（
赤
倉
山
荘
）

六
月
二
十
日
（
土
）
新
任
理
事
研
修
会

六
月
二
十
一
日
（
日
）
役
員
会
、
地
方

事
業
委
員
会

六
月
二
十
九
日
（
月
）
学
園
創
立
記
念

日
（
一
〇
八
周
年
）

七
月
十
一
日
（
土
）
～
十
二
日
（
日
）

理
事
会
、
宮
代
会
総
会
（
伊
香
保
温

泉
）

七
月
十
八
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス

本
会
報
と
と
も
に「
後
援
会
の
し
お

り
」と「
後
援
会
会
員
の
皆
様
へ
～
平

成
26
年
度
就
職
情
報
」を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
バ
ー
デ
ィ
ー
ホ
テ
ル
千
葉
）、
宮
代

会
幹
事
会
、
吉
田
沙
保
里
さ
ん
講
演

会
、
㈱
Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
株
主
総

会
五
月
三
十
一
日
（
日
）
西
中
国
・
東
中

国
支
部
総
会
（
広
島
コ
ン
フ
ォ
ー
ト

イ
ン
平
和
大
通
）

六
月
六
日
（
土
）
新
役
員
と
大
学
執
行

部
と
の
顔
合
わ
せ

六
月
七
日
（
日
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

六
月
九
日
（
火
）
～
十
二
日
（
金
）
学

内
合
同
企
業
説
明
会

六
月
十
三
日
（
土
）
工
友
会
総
会
、
現

職
教
職
員
の
集
い

六
月
十
四
日
（
日
）
青
森
県
支
部
総
会

（
ホ
テ
ル
ナ
ク
ア
シ
テ
ィ
弘
前
）、
新

大学設立50周年記念事業について
大学は、来る2017（平成29）年に設立50周年の大きな節目を迎え
ます。後援会の皆様には、この記念事業に協賛すべく平成21年度よ
り特別会費を積立てていただいています。このたび、事業の内容が
下図の通り「多目的講義棟」、「学生食堂」、「クラブ棟」の建設に決
定しましたのでお知らせいたします。なお、詳細については、本年
9月に「日本工業大学通信特集号」及び「募金趣意書」を大学より
お送りいたしますので、ご覧いただければ幸いです。会員の皆様の
絶大なご理解とご協力をお願い申し上げます。

多目的講義棟完成予想図

学生食堂完成予想図

クラブ棟完成予想図

一年間よろしくお願いします！

平成27年度
本部役員のご紹介

前列左より
副会長　齋藤　進（Ａ４／東京）

〃　　田中長佳（Ｍ４／青森）
会　長　竹中哲喜（Ａ４／埼玉）
副会長　大城末治（Ｅ４／沖縄）
総　務　大原史子（Ａ３／鹿児島）
後列左より
財　務　尾崎雄一（Ｍ４／富山）

〃　　宮坂幸治（Ｍ４／長野）
総　務　熱田俊美（Ａ３／京都）
監　事　市川道教（Ｓ２／東京）

〃　　廣瀬　修（Ａ２／神奈川）


